
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 
11日頃 
入梅 
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http://www.shimizukouekisha.jp 
サバス通信はホームページでもご覧になれます。 

冬 

じ 

た 

く 
 

早
い
も
の
で
、
平
成
三
十
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
り
二
枚
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
十
月
に
な

っ
て
も
真
夏
日
が
続
き
、
七
日
の
横
浜
で
の
最
高
気
温
は
、
十
月
と
し
て
は
一
位
の
記
録
を
更
新

し
ま
し
た
。
日
没
時
間
の
早
ま
り
と
朝
夕
の
冷
え
込
み
に
、
秋
が
一
気
に
押
し
寄
せ
た
気
が
し
ま

す
。
過
ご
し
易
い
秋
は
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
心
穏
や
か
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

何
か
と
慌
た
だ
し
い
年
末
を
前
に
、
今
月
は
色
々
と
整
理
す
る
の
に
ピ
ッ
タ
リ
の
時
期
だ
と
思

い
ま
す
。
片
付
け
、
断
捨
離
、
整
理
整
頓
…
…
要
る
も
の
・
要
ら
な
い
も
の
を
選
択
し
て
、
片
付

け
な
が
ら
心
の
中
も
ス
ッ
キ
リ
と
整
理
し
ま
し
ょ
う
。
身
軽
に
な
っ
て
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
。 

 

本
法
寺
は
戦
国
時
代
の
天
文

て
ん
ぶ
ん

年
間
（
一
五
三
二
年
～
一
五
五
五
年
）
、
池
上
本
門
寺
九

世
の
日

に
ち

純

上

人

じ
ゅ
ん
し
ょ
う
に
ん

が
開
山
と
な
り
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
慶
安

け
い
あ
ん

元
年
（
一
六
四
八
年
）
に

は
、
江
戸
幕
府
よ
り
寺
領
五
石
の
御
朱
印
状
を
拝
領
し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
度

重
な
る
鶴
見
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
文
政

ぶ
ん
せ
い

二
年
（
一
八
一
九
年
）
、
綱
島
か
ら
現
在
地
に
移

り
ま
し
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
に
は
本
法
寺
に
小
机
学
舎
（
学
校
）
が
開
か

れ
、
城
郷

し
ろ
さ
と

小
学
校
の
前
身
と
な
り
ま
し
た
。 

鐘
し
ょ
う

楼
門

ろ
う
も
ん

を
く
ぐ
り
境
内
に
入
る
と
、
堂
宇

ど

う

う

は
鬱
蒼

う
っ
そ
う

と
し
た
樹
林
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

古
刹

こ

さ

つ

と
し
て
の
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
本
堂
前
の
参
道
の
右
手
に
は
明
治
時
代
の

「
石
造
龍
吐

せ
き
ぞ
う
り
ゅ
う
と

手
水

ち
ょ
う
ず

鉢
ば
ち

」
が
あ
り
ま
す
。
二
体
の
龍
と
鉢
を
一
つ
の
石
か
ら
彫
刻
し
た
手

水
鉢
は
、
近
代
石
造
物
の
優
れ
た
作
品
と
し
て
横
浜
市
指
定
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

神社･仏閣･教会紹介 

日蓮宗 長秀山 本法寺 

   石造龍吐手水鉢       鐘楼門 

 

横
浜
市
港
北
区
小
机
町
一
三
七
九 

ほんぽうじ 

【
株
式
会
社
清
水
康
益
社
】 

ちょうしゅうざん 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

地 域 情 報 コ ー ナ ー 

浦
島
伝
説 

ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る 

 
九
月
二
十
九
日
、「
い
ま
む
か
し
ガ
イ
ド
の
会
」
主
催

「
神
奈
川
区
に
の
こ
る
浦
島
伝
説
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

京
浜
急
行
の
神
奈
川
新
町
駅
を
出
て
新
浦
島
橋
袂

た
も
と

に
あ
る
浦
島
町
内
会
山
車
収
納
庫
に
向
か
い
普
段
見
ら

れ
な
い
「
浦
島
太
郎
山
車

だ

し

」
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

夏
祭
り
に
は
老
若
男
女
が
集
ま
り
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」

の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
、
山
車
の
町
内
巡
行
が
行
わ
れ

る
そ
う
で
す
。 

子
安

こ

や

す

方
面
に
向
か
い
「
足
洗
い
の
井
戸
」
に
到
着
。

浜
に
上
が
っ
た
太
郎
が
足
を
洗
っ
た
と
さ
れ
、
今
も
水

が
く
み
出
さ
れ
防
災
井
戸
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
そ 

浦島太郎山車 

 

 

う
で
す
。 

 

七
島
町

な
な
し
ま
ち
ょ
う

の
蓮
法
寺

れ

ん

ぽ
う

じ

（
日
蓮
宗
）
で
は
、
境
内

に
太
郎
の
父
母
の
供
養
塔
（
横
浜
市
地
域
有
形

民
族
文
化
財
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
寺

に
は
玉
手
箱
御
守
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

亀
か
め

住
す
み

町
ち
ょ
う

公
民
館
前
に
は
浦
島
地
蔵
が
あ
り

ま
す
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
年
）
観

か
ん

福
寿
寺

ぷ

く

じ
ゅ

じ

が

焼
失
。
そ
の
遺
物
を
神
奈
川
本
町
に
あ
る
慶
運

寺
に
運
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
牛
車

ぎ
ゅ
う
し
ゃ

が
こ
の
場

所
で
動
か
な
く
な
っ
た
た
め
、
地
蔵
だ
け
は
こ

こ
に
安
置
し
た
そ
う
で
す
。
参
拝
者
た
ち
が
撫

で
て
い
く
の
で
、
頭
の
辺
り
が
光
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

慶
け
い

運
寺

う

ん

じ

（
浄
土
宗
）
は
、
浦
島
寺
と
も
呼
ば

れ
、
入
口
に
は
「
浦
島
寺
」
と
刻
ま
れ
た
浦
島 

神奈川区  
浦島太郎は助けた亀に連れられて竜

宮城へ行き、乙姫様のもてなしを受

けました。そして３年の時が流れま

した。太郎は乙姫様から玉手箱と観

音像をもらい帰ると故郷は見知らぬ

ものばかりになっていました。太郎

は玉手箱を開くと、白い煙で白髪の

老人になりました。３年と思ったの

が実は３００年、すでに父母は亡く

なっていました。墓の傍らに庵
いおり

を結

んで菩薩像を安置しました。この庵

が後の観福寿寺です。 

〔参考：神奈川区歴史あらかると〕 

【神奈川区の浦島伝説】 

 

寺
碑
が
あ
り
ま
し
た
。
竜
宮
城
か
ら
持
ち
帰
っ 

た
と
さ
れ
る
観
音
像
も
あ
り
、
太
郎
ゆ
か
り
の

品
々
が
浦
島
伝
説
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

神
奈
川
区
の
マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー
ク
は
「
か
め

太
郎
」
。
浦
島
町
と
い
う
町
名
に
始
ま
り
、
亀
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
校
章
、
す
べ
り
台
、
車
止
め

や
敷
石
レ
ン
ガ
、
街
灯
の
飾
り
…
…
地
域
全
体

か
ら
〝
浦
島
伝
説
ゆ
か
り
の
地
〟
で
あ
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
日
本
昔
話
の
中
で
も
有

名
な
浦
島
太
郎
。
今
回
訪
れ
た
浦
島
町
周
辺
は

日
本
全
国
に
点
在
す
る
太
郎
ゆ
か
り
の
地
の
一

つ
で
す
。
古
く
か
ら
浦
島
伝
説
が
伝
わ
り
、
物

語
を
思
わ
せ
る
数
々
の
場
所
が
残
る
こ
の
地
を

訪
れ
て
、
し
ば
し
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
伝
説
の
世

界
に
浸
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

浦島父母の供養塔  足洗いの井戸 

観音堂      浦島寺碑 

玉手箱御守     浦島地蔵 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

港
南
地
区
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り 

 
日
野
一
丁
目
に
あ
る
港
南
地
区
セ
ン
タ
ー
で
十
月
十
三
日
と
十
四
日

の
二
日
間
、
「
港
南
地
区
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
場
に
は
、
子
ど
も
向
け
の
「
体
験
」
や
「
あ
そ
び
」
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
ま
た
舞
台
発
表
や
作
品
展
示
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
餅
つ
き
、
吹
き
矢
、
折
り
紙
な
ど
が
子
ど
も
た

ち
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
紙
芝
居
で
は
、
登
場
す
る
忍
者
が

大
蛇
を
退
治
す
る
と
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
は
、
金
魚
す
く
い
や
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
が
人
気
で
、

特
に
射
的
は
大
好
評
で
し
た
。 

舞
台
発
表
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
コ
カ
リ
ナ
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
、
日
頃
の
練
習
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
阿
波
踊
り
は
特
有

の
二
拍
子
リ
ズ
ム
の
鳴
り
物
に
合
わ
せ
、
法
被

は

っ

ぴ

や
着
物
姿
の
女
性
た
ち
が

踊
っ
て
い
ま
し
た
。
優
雅
で
し
な
や
か
な
集
団
美
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。 

恒
例
の
「
港
南
地
区
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
は
、
一
日
中
楽
し
く
遊
べ
る
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
祭
り
で
し
た
。
主
催
者
も
参
加
者
も
楽
し
め
る
会
場

は
地
域
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

港南区 

 

地 域 情 報 コ ー ナ ー 

十
月
七
日
、
あ
ざ
み
野
を
中
心
と
し
た
地
域
の
お
祭
り
「
驚
神
社
例
大

祭
」
の
御
渡
り
と
、
驚
神
社
で
行
わ
れ
る
「
牛
込
獅
子
舞
」
（
横
浜
市
指

定
無
形
民
族
文
化
財
）
を
見
学
し
ま
し
た
。 

御
渡
り
は
午
前
十
一
時
、
保

ほ
う

木 ぎ

、
平
川

ひ
ら
か
わ

、
荏
子

え

ご

田 だ

、
船
頭

せ
ん
ど
う

、
宮
元

み
や
も
と

の
各

神
輿

み

こ

し

が
、
あ
ざ
み
野
の
平
崎
橋
交
差
点
付
近
に
集
結
し
ま
す
。
こ
の
日
の

呼
び
物
の
一
つ
、
三
基
の
神
輿
が
接
近
し
合
う
入
り
乱
れ
は
圧
巻
。
担
ぎ

手
た
ち
の
粋
で
晴
れ
や
か
な
姿
も
印
象
的
で
し
た
。
十
二
時
、
保
木
太
鼓
を

先
頭
に
、
祭
り
囃
子
と
と
も
に
奉
納
行
列
が
新
石
川
の
驚
神
社
を
目
指
し

ま
し
た
。
驚
神
社
の
細
長
い
参
道
に
は
屋
台
が
た
く
さ
ん
出
て
お
り
、
多

く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

神
前
に
奉
納
さ
れ
る
牛
込
獅
子
舞
は
、
一
人
立
ち
三
頭

さ
ん
と
う

獅
子
舞
で
、
元

禄
年
間
の
疫
病

え
き
び
ょ
う

が
流
行
し
た
際
に
疫
病
を
退
散
さ
せ
る
た
め
に
始
ま
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
万
灯

ま
ん
ど
う

持
ち
、
貝
吹
き
、
笛
を
吹
く
古
老
た
ち
が

獅
子
を
取
り
巻
き
、
獅
子
三
人
と
、
は
い
追
い
（
軍
配
を
持
っ
て
案
内
す

る
）
一
人
が
獅
子
舞
い
を
披
露
し
ま
し
た
。 

地
域
の
絆
を
深
め
、
世
代
を
超
え
て
心
か
ら
楽
し
め
る
例
大
祭
は
、
古

き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

驚
お
ど
ろ
き

神
社
例
大
祭
御
渡

お

わ

た

り
と
牛
込

う
し
ご
め

獅
子
舞

し

し

ま

い 

青葉区 

 



 
 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女 声 合 唱 教 室 
 

      松田 けい子 先生  
指揮・指導 松田 けい子 

ピアノ伴奏 杉山 美穂 

 楽しく歌って若々しくをモットーに 

和気あいあい歌っています。只今、メンバー

を大募集中です。 貴女もご一緒に！！ 

 ♪女声合唱「それいゆ」 

◆日 時 毎月第 2・第 3 火曜日  

午前 10 時～12 時 

◆場 所 永谷地区センター 

♪お気軽に一度ご見学ください。 

◆問合先 松田けい子 ＴＥＬ 045-353-7584 

 
 

パ ス テ ル 画 教 室  
 

     小芝 恵美 先生  
下描きしないで指でぼかし 

ながら描いていきます。 

初心者歓迎・無料体験あります。 

☆港南中央教室 

（毎月第 1・3 水曜日）10 時～11 時 30 分 

☆芹が谷教室 

（毎月第 2・4 火曜日）13 時～14 時 30 分 

その他に野庭教室、港南台教室があります。 

詳細はお気軽にお問い合わせください。 

◆問合先 (パステル桜)小芝恵美 045-845-4812 

－三ツ沢下町－横浜－桜木町－関内－弘明寺－上大岡－港南中央－上永谷－下永谷－舞岡－戸塚 

港南区「街の先生」の会 お知らせ 
No.58 

 

 

 

 あなたと一緒に 
生涯学習 

 
    吉岡 幸恵 先生  
☆港南台コミュニティハウス 

☆野庭地域ケアプラザ 

☆舞岡地区センター 

生花、プリザーブドフラワー、 

ドライフラワー、アーティフィシャルフラワーなど

月に一回行っています。お気軽にご連絡ください。 

◆問合先 ＴＥＬ 045-843-6540 

フラワーアレンジメント教室

教 室 

私たち港南区「街の先生」 
の会は持っている豊富な 
知識・技術・体験を基に、 
多くの活動から育んだ「人

ネットワーク」を財産に、区民の皆様のお
役に立つ生涯学習支援者として、自らも学
びながら地域社会に貢献したいと願って
います。どうぞ、ご一緒に！ 
～「街の先生」募集中～ 
港南区近隣で教室を開いている方で、港南
区が提唱する「街のアドバイザー」に登録、
又は登録できる先生……私たちと一緒に
活動しませんか！ 
問合先 ＴＥＬ 045-843-6540／吉岡幸恵 

 
愉 快 な 似 顔 絵 

 
やまさき 昭 先生  

似顔絵を描いています 

【玉縄祭り】雨天中止 

 ◆日 時 11 月 10 日(土) 10 時～15 時 

 ◆場 所 鎌倉市立玉縄小学校校庭 

（鎌倉市玉縄） 

 

『自彊術
じきょうじゅつ

』初心者講習会 

小川 義彦 先生  
【健康は『自彊術』で楽しく自己管理】 

◆日 時 11 月 9 日(金)、14 日(水)、 

30 日(金) 

           10 時～11 時 30 分 

◆場 所 上大岡コミュニティハウス 

上大岡東 2-9-38（TEL045-352-7177） 

◆持ち物 タオル、運動しやすい服装 

◆問合先 小川義彦 ＴＥＬ 090-4755-3086 

〈公益社団法人自彊術普及会・ 

中伝資格(中第 3626 号）〉                      

       野口 裕子 先生  
「真っ白なうつわを好きなように彩って、あな

ただけのテーブルウェアをつくる」それがポー

セラーツです。シール感覚で使える転写紙を切

り貼りして絵柄を付けるので、絵に自信のない

方でも楽しんで学べます。 

お気軽にお問い合わせください! 

◆場 所 港南区港南台（自宅） 

◆問合先 ＴＥＬ 045-832-9286 

ポ ー セ ラ ー ツ 教 室 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

◆消防団とは 
消防団員は、常勤の消防職員とは異なり普段は本 

業の仕事や家事を行いながら、その居住地、勤務 

地である地域特性の知識を生かし、消火や救助な 

どの災害時に活動する非常勤の地方公務員です。 

◆消防団の活動 
〔普段の活動〕学校での救命講習や町内会単位で 

実施するイベントでの防火・防災講習など、地域 

の皆様と身近なところで活動しています。 
 
◆災害発生時の活動 
火災発生時の消火活動のほか、地震や風水害など 

の自然災害発生時の救助・救出活動、警戒活動、 

避難誘導などを行っています。 

◆報酬等 
年額報酬・出動報酬といった活動に対する報酬が 

支給されるとともに、消防団活動中において負傷 

した場合などの補償制度があります。 

また、「かながわ消防団応援の店」などの消防団 

活動を応援していただいている各店舗等からの 

サービスが受けられます（詳しくはホームページ 

『かながわ消防団応援の店』をご覧ください）。 

港南消防団では地域防災力を向上させるため、消防団員を募集しています。 

消防・防災活動にご協力いただける方はぜひ連絡ください。 

【港南消防団 条例定数 285 人 Ｈ30 年 11 月 1 日現在 300 人】 

 

 

◆港南消防団員への入団要件 
・港南区内にお住まいの方（勤務先等が区外、 

市外でも大丈夫です） 

・港南区内に通勤･通学されている方（お住まい 

が港南区外でも大丈夫です） 

上記のどちらかの条件で、18 歳から 70 歳未満 

の健康な方であれば、男女問わず 

どなたでも港南消防団員になることができます。 

 問い合わせは 港南消防署 庶務課 消防団係 

TEL 045-844-0119 

サバス通信は、横浜市営地下鉄(ブルーライン) 改札口フリーポストにあります。 片倉町－三ツ沢上町 

 
新入団員研修に参加して 

第一分団第１班 上田政治団員 
 
同窓会の折り、仲間に誘われて消防団に入

団することになりました。正直、乗り気では
ありませんでした。細かい作業が苦手で、頭
の回転も遅い自分に何ができるのかと。 
 今回の研修では、やはり実技に手こずりま
した。礼式ひとつとっても厄介ですが、更に
複合的な動きを要求されると頭が追いつき
ません。続いてホースの展張・収納の仕方で
は、緊張からか予想以上に汗が滴り落ちま
す。投げるのも真っ直ぐいかないし、ホース
を結合させるときもホースを踏んで結合部
を上げる行動を忘れました。しかし指導員の
方から「我々も最初はよく間違えた」と励ま
されたのでありがたかったです。 
自分は地域の自治会でも活動させていた

だいておりますが、消防団での経験がそちら
でも活きることがあると思います。できる限
りのことはやってみようという気持ちにな
りました。 
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  ８ ４  ３ ５   

   ８ １ ７    
 

第
一
二
一
回 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス 

【6】 【10】 縦・横・太枠内に、１から９までの数字が 

一つずつ入ります。二重枠の数字を足した 

数が答えです。難問・レギュラーと明記し 

葉書に答えを記入のうえ「〒233-0004  

横浜市港南区港南中央通4-11 ㈱清水康益社 

サバス通信編集部」へ。難問正解 7 回達成、 

レギュラー正解１0 回達成毎 

に粗品を進呈いたします。 

出題は 勝葉讃
かっぱさん

 です！ 

御便りを 
書き添えてね 

※
締
め
切
り
十
一
月
二
十
五
日
消
印
有
効 

1 7 2

3 8 9

5 4 6

作り方 

①小さい器にオアシスを入れ、３～４種類の秋の草、枝をさします。 

②毛糸や、ざっくりと編んだ麻布などで、器を隠すように、ルーズ 

にアレンジします。 

③拾い集めた落ち葉で周囲を飾ります。 

 

 枯葉の秋アレンジ 
 

磯子センター 横浜市磯子区磯子 2-29-29 TEL045-750-0879 FAX045-754-8791 

 

冠婚葬祭用生花専門店 株 式会 社 花久本店 

〖コーセイ会 フラワーアレンジメント講師 今井久子先生作品〗 

４  ９      ２ 

 １  ４    ９  

     ７  ４ ６ 

  ３ ５     ８ 

５    ６    ９ 

１     ４ ２   

３ ５  ８      

 ９    １  ２  

７      ６  ４ 
 第

一
二
〇
回
（
九
／
二
十
一
号
） 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス
解
答 

 

材料 

小さな器、オアシス、毛糸で編んだものや麻布など、落ち葉 

花材 

秋の草、枝を３～４種類 

見本は フジバカマ、ソリダコ、ワレモコウ、ノイバラ、 

ドウダンツツジ、カエデ、イチョウ 

 

イチョウ カエデ 

ソリダコ 

ワレモコウ 
フジバカマ 

ノイバラ 

ドウダン 
ツツジ 



                           
                    

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
                                                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

第 90 回 

回 

作り方 
①先ず出汁を作ります。 

水 1 リットルに昆布 15cm 煮干し 20 匹ぐらい(頭と内臓の部分
は取り除いておく) 3 時間水に入れて置いたあとネギの青い部
分一本分を鍋に入れて火にかけ出汁を取った後全てを取り除
いておく。 

②豚肉、キムチを一口代の大きさに切りコチュジャン、みりん、
料理酒、醤油、ごま油、ラー油、サラダ油、すりおろし生姜、
すりおろしにんにく全てを手で混ぜて 10 分程度おいておく。 

③再び出汁 600cc にあさり半分 100g を入れて沸騰させ、あさり
スープを作っておく。 

 
④土鍋に②を入れて焦げが出ないように弱火で5分ほど赤い油が
出るようにゆっくり炒める。唐辛子油を作らなくて済むのでこ
こは気をつけて炒めて下さい。強火で炒めると焦げが出て美味
しくなくなってしまいます。 

⑤土鍋に③を入れて火をよく通して下さい。そこに豆腐を大きな
スプーンですくって入れ、アミの塩辛を入れて塩味を整える。
少し煮てから野菜を入れて火を通し、あさりを入れてあさりの
口が開いたら生タマゴを鍋の真ん中に入れて出来上がりです。 

 
※アミの塩辛は冷凍で 1 年は持つのでキムチ鍋などでも塩味と出
汁として使えますのでお試し下さい。 

※残った出汁はタマゴスープやワカメスープにも使えますので、
少し多めに出汁を作っておいて冷蔵庫なら 3 日、冷凍庫なら 1
週間と保存も出来ますのでお試し下さい。 

※もっとこってり濃い味が好きな方は鶏ガラスープの素を入れる
のもいいかもしれません。 

 

こんにちは(o^^o)  寒いなぁと思う日が、日に日に増え温かい 
ものが恋しい季節になりました。 
今回は本格的な純豆腐チゲをご紹介します。 
身体の中から温まりますのでお試し下さい。 

材料 
豆腐(絹）300ｇ、あさり 200ｇ  
キムチ 150ｇ、豚バラ肉 100ｇ  
新鮮な卵 1 個(半熟で食べるので)   
エノキ 半束(食べやすい大きさに切
ってほぐす) 
玉ねぎ小 半分くし切り 
ねぎ 半分本 斜め切り 
ちくわ １本 輪切り 
＊キムチと豚肉の味付け  
コチュジャン 小さじ 1  
唐辛子粉 大さじ 1 (一味でも代用は
効きますが韓国産の物とは違うので
かなり辛くなります。分量には気を
つけてお使いください) 
みりん 小さじ 1、料理酒 大さじ 1  
醤油 大さじ 1、ごま油 小さじ 1  
ラー油 10 滴(辛さが苦手な方は減ら
して下さい) 
しょうが すりおろし小さじ 1 
にんにく すりおろし小さじ 1 
サラダ油 大さじ 2 
＊スンドゥブチゲの味付け  
だし汁 600ml、 
アミの塩辛 20ｇ(無い場合は塩で味
をつけてください) 
胡椒 少々  

 

ご近所の方から、今年も青森産の見事なりんごを頂戴しました。次々と容赦なく襲った大型台

風の爪痕がほんの少し表面に残っています。沢山の廃棄処分を余儀なくされた農家の方々のご

苦労と悔しさを思いながら甘く香るりんごを味わいました。 

 「明日、世界が滅びるとしても今日私はリンゴの木を植える」マルティン・ルター          

（港南区上永谷 K.K.さん） 

コツ！ 

ルターの言葉から受け取れるものは色々とあるようですが、

ともかく、私たちは容赦なく次々と襲った大型台風の爪痕を

嘆き悲しむばかりでなく、希望を失わずに明日に向かって

「リンゴの木」を植えましょう…で良いと思います。 

それくらいリンゴが好きだったということでも構わないの

かも知れません。         （サバス通信編集部） 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

 

 

入会金５００円 年会費１,５００円にて受付中 

・初年度は入会金と年会費 3 年分をあわせて 5,000 円前納 

していただきます。会員更新は 1 年毎となっております。 

・各教室の会場は、清水康益社サバスホール内です。 

和服着付   講師 村田 久美子【日本きもの着付士協会】 

書  道   講師 河村 久子   【全日本新芸書道会】 

社交ダンス  指導 男性・女性２人の講師がお教えします 

【日本ボールルームダンス協会】 

ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 講師 今井 久子 

【松月堂古流日本総会頭、神奈川県職業訓練指導員ﾌﾗﾜｰ装飾科 

日本ﾌﾗﾜｰﾃﾞｻﾞｲﾅｰ協会講師、フラワー装飾一級技能士】 

煎茶道･聞香･古典遊戯･茶道 講師 乾 實道(宗實) 

【横浜文化教室】  

※清水康益社コーセイ会事務局 篠原 Tel. 045-842-1140 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

一日体験できます。お気軽にご相談ください。 
教室名 日 程 時 間 参加費 備 考 

 
和服着付 11 月 1 日(木) 

12 月６日(木) 

 
14:00~16:00 

 
無料 

 

 
書  道 

11 月 6 日(火) 

12 月５日(水) 

 
16:00~18:00 

 
本代 1 ヶ月 500 円 

 
道具持参ください 

 
社交ダンス 11 月 10 日(土)・24 日(土) 

12 月８日(土)・22 日(土) 

 

10:30~12:00 

 
無料 

 
シューズ持参ください 

 
ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 11 月 30 日(金) 

12 月 28 日(金) 

 
13:30~15:00 

 
材料費 1500 円のみ 

3 日前までに電話連絡 

スリッパ持参ください 
 

煎 茶 道 
11 月 12 日(月)・26 日(月) 

12 月 10 日(月)・24 日(月) 

 
10:30~12:30 

茶菓子代 1000 円/回 

※主/干菓子付き 

3 日前までに連絡 

※月 1 参加可 
 

聞  香 11 月 22 日(木) 

12 月 27 日(木) 

 
14:00~16:00 

香木・茶菓子代 

2000 円/回 

3 日前までに連絡 

※香道/黄檗/茶道 式 
 

古典遊戯 11 月 9 日(金) 

12 月 14 日(金) 

 
13:30~15:30 

 
茶菓子代 1000 円/回 

3 日前までに連絡 

※投扇興･貝合･盤双六･盆石 
 

茶道体験 
11 月 13 日(火)・14 日(水) 

12 月 11 日(火)・12 日(水) 

 
13:30~15:00 

2000 円/回 

※コーセイ会員は半額 

3 日前までに連絡 

※客作法 

 

河村久子先生 

色々習い事をしたけど直ぐに飽き

てしまう、長く続かない、そんな方 

に朗報です！長く楽しく続けている

書道教室の生徒さんはその秘訣を知

っています。家の中でほんの少しの 

時間でも、年を重ねても…時間を忘 

れるほど夢中になれる奥の深い書道、

始めませんか？ 

お問合せ ： 港南消防署庶務課消防団係 
電話／FAX 045-844-0119 


